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間にଟൃقຈ市水道局では、ౙࡳ
する水道ౚ結への意をݺͼかける
ϙεターを作成し、地下鉄Ӻや車྆
内、市内大学などにܝ出して市民へ
の 13を行っています。
　また、市内のࢦ定給水ஔ工事事
業者団体「ࡳຈ市管工事業協同組合」
では、12月̍日・２日に水道ౚ結防
ࢭ 13イベントを։࠵しました。イベ
ントには約1,�00 名の市民が来場さ
れ、会場内に展示した水ൈきஔを
するためのࢭを防ނして、ౚ結事༺
水ൈきํ๏やౚ結した場合の対ॲํ
๏等を学んでいただきました。

　ొถ市水道事業所では、「͡Όޱから　
҆心とどけ　ະ来まで」をメインςー
Ϛに、市民のօ༷に҆શ・҆心で҆定
的な水道の 13を目的に、クイζࣜܗで
༷ʑな取り組Έを紹介しました。
　クイζでは、ろա実ݧ、ҿ水体ݧ、
ݟした৽ా水の࢝年度ӡ༻։ࠓ
学、地震にڧい耐震管のσϞ機展示な
どを実施しました。
　クイζや体ݧを௨し、広く市民のօ༷
に水道事業について関心や理解を深め
ていただきました。

〜水道ౚ݁防ࢭల〜

〜ొถ市ۀ࢈ϑΣεςΟόϧ̎ ̌̍ ̒〜

ຈ市水道局ࡳ

ొถ市水道ۀࣄॴ

ւ道支部

౦支部
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　ۊொ上下水道՝では、ொのळまつり
に合わͤて上下水道をってもらう「͡
Ό͡Όっとまつり」を։࠵しています。
このイベントは本ொの水道設̑̌ प年
をه೦して࢝めたもので、ࠓ年で̐回目
をܴえました。内容としてはརき水や࿙
水ٙࣅ体ݧなど、ָしんで水道をって
もらえるような体ݧ型イベントを行って
おります。
　また、（一社）日本ダクタイル鉄管協
会にも͝協力いただき、なかなか目にす
ることのできない耐震管のＰＲも行って
おります。ޙࠓもීஈ͋まり意識されな
い水道だからこͦ、っていただくため
の力をଓけていきます。

市水道局では、ྫ年約̐ສਓのࠤ　
来場者が͋る「どまんなかフΣεタ」に
参加しています。
　平成 28 年度は11月 �日に։࠵さ
れ、水道局ϒーεでは、水道水と市ൢの
ϛネラルΥーターの「ҿΈൺ」やϐ
ά・ফՐખといった水道のࡐྉを的にし
た「ྠ͛」を行い、大گのうͪにऴ
ྃしました。
　また、ࠓ回は、（一社）日本ダクタイ
ル鉄管協会の協力により、ダクタイル耐
震管模型の展示を行い、来場された市
民のํʑに、水道に対する理解を深め
ていただきました。

〜「͡Ό͡Όͬͱ·ͭΓ」〜

〜「Ͳ·Μͳ͔ϑΣελ」ʹࢀՃ〜

ۊொ上下水道՝

市水道局ࠤ
ؔ౦支部

౦支部
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　ౡా市水道՝では、災害にڧい水道
施設への取り組Έを、市民のօ༷に広
くっていただくために、市։࠵の「く
らし・ফඅ・ڥ展 201�」に出展しま
した。日は、（一社）日本ダクタイル
鉄管協会の͝協力のもと、耐震管のΧ
οトϞσルや解આパネルなどを展示し、
水道施設のߋ৽・耐震化のඞ要性を、
ָしく学んでいただきました。また、来
場者にۓ急時の備えとしてඇৗ༻給水
ାをし、災害時のݶられた水道水
のいํを想૾していただくྑい機会と
なりました。

　山市上下水道局では、ޖӋ山அ
ଳを震ݯとするϚάニνューυ��4 の地
震がൃ生し、広域的に上下水道施設に
ඃ害が生͡ているという想定のもと、
山市上下水道局事業ܧଓܭը（#$1）に
。しました࠵いた災害対応訓練を։ͮج
　訓練では、ॳ動対応、連བྷ体制につ
いてূݕを行うとともに৬һの防災意
識の向上をਤりました。
　また、৽たに災害時の協定ઌで͋る
山市管工事協同組合（ଞ下水道関連
組合）に参加いただき、総1�0名が
訓練に参加しました。

〜「 Β͘͠・ফඅ・ڥల����」〜

〜災ରԠ訓練ͷ։࠵ 〜

ౡా市水道՝

山市上下水道局

ؔ౦支部

中部支部
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岡市上下水道局では、市内の小学ߴ　
̐年生を対に「出前講座」を։࠵し、
ক来を୲うڙࢠたͪに水の大さや水
道・下水道事業の組Έなどについて
理解を深めてもらう取り組Έを行ってい
ます。
　また、２年連ଓ「ϞンυηϨクγϣン
ۚ」をडしている本市の水道水を
٧めたϖοトϘトル「ߴ岡の水」を
৽װઢ৽ߴ岡Ӻや֤छイベント等にお
いてし、ݝ内֎にߴ岡市のັ力と
。岡の水道水をＰＲしていますߴ

　ҏ市上水道՝では、水道事業の取
組をってくため、市の「いͤまつり」
に出展しました。日は、給水車を
༻した応急給水体ݧを௨͡て、災害時
の水の大さや備水の重要性につい
て理解を深めてきました。
　また、（一社）日本ダクタイル鉄管協
会の協力を得て、耐震管のΧοトϞσル
やパネル展示をし、耐震管࿏へのߋ৽
のඞ要性も紹介しました。͋わͤて市
৬һによる࿙水ഁଛ修理ঢ়گのࣸਅを
展示し、日͝ろの水道事業について13
することができました。

〜出前講座ͱߴ岡ͷ水道水̧̥ 〜

〜「͍ͤ·ͭΓ」ʹ出ల〜

岡市上下水道局ߴ

ҏ市上水道՝

中部支部

中部支部
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　ಸྑڷࡾݝொ水道՝では、ொ制施行
�0प年�事業として、平成 28 年11月
2�日 	  
・2�日 	日 
に�住民を対
に浄水場ݟ学会を։࠵しました。
�　྆日とも前は、৴وϲٰ浄水場の
浄水工ఔ、ڷࡾொ水道事業のྺ࢙、ま
たࡏݱਐめている事業のઆ໌を行い�、
、学をは͡めݟ行の水道施設ݱはޙ
備、耐震対策ٕज़の紹介等を行い
ました。
��　来場者のօさんには、水道事業の
取り組Έや生活にܽかす事の出来ない
「�水�」�について、理解と関心を深めて
きました。

市上下水道局ではۙいক来ൃ生ߴ　
することが༧想される南海地震に備え、
市内２̑Օ所に耐震性ඇৗ༻ஷ水૧の
設ஔをਐめています。ࠓ回一宮小学校
での工事に͋わͤて、同校のߴ学年を
対としたݱ場ݟ学会を։࠵しました。
　日は上下水道局で行っている地震対
策事業を紹介し、ݱ場でஷ水૧の組
Έや、給水車による応急給水体ݧを行
いました。参加したࣇಐらは、地中の
管の大きさにڻくとともに、災害時の水
の֬อについてڵຯを持ͪ、防災意識
をߴめることができました。

〜ொ੍ߦࢪ��प�ͷه೦ۀࣄ〜
「ড়水ֶݟձŉ

〜ੑඇৗ༻ஷ水૧ͷઃஔֶݟձ〜

ொ水道部水道՝ڷࡾ

市上下水道局ߴ

ؔ支部

ؔ支部
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　宮崎市上下水道局は、宮崎市が３年毎に行う
「宮崎市総合防災訓練」（防災関係機関・民間団
体・地域住民等、48機関約2,000名が参加）にラ
イフライン事業体として参加しました。
　この訓練は市民の防災意識の向上や防災関係
機関の連携向上を目的として行うもので、平成28
年度は12月18日（日）に宮崎市の大淀川河川敷イ
ベント広場を主会場に、南海トラフ巨大地震と大
津波を想定した訓練を行いました。
　上下水道局が実施した訓練内容としては、宮崎
管工事協同組合と連携した給水車等による応急
給水訓練、浄水場耐震改修工事のパネル展示、ま
た（一社）日本ダクタイル鉄管協会の協力を得て、
手動の耐震管模型や耐震管関連のパネル展示を
行い、来場者に災害への備えとしての耐震化や応
急給水体制構築の重要性について、より理解を深
めていただくことが出来ました。

〜「宮崎市総合防災訓練」〜宮崎市上下水道局

　岡山市水道局では、これまで小学校
を中心とした出前講座を行ってきました
が、一般のお客さまにも水道事業につ
いて関心を持っていただけるように、平
成２８年度から「公民館向け出前講座」
として６つの中から選択できる講座メニ
ューを作成し、ＰＲ活動を行っています。
メニューの内容を、災害時の応急給水
場所や水道局が取り組んでいる施設整
備・耐震化事業の紹介、防寒対策の実
演など、市民の生活に関わりが深いも
のを中心とした結果、着実に実施回数
が増えてきているところです。

岡山市水道局 〜公民館向け出前講座〜
中国・四国支部

九州支部
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　1݄中०、201�年の訪日外٬数ʢ外国人旅行者数ʣ、

いわΏるインバウンドが前年の約2ׂ増の2400ສ

人と報道された。Ұํ、出国日本人数はほぼ20年

前からฏ1700ۉສ人前後でほぼԣばいといえる。

これまで出国数が外٬数を大きく্回るঢ়گだった

のに2015年には、Ұ機にٯ転した。そして出国数

のうちख़年は増えているが、若年はݮる向に

あるという。ݸ人ࢤ向の広がりやおかれたࣾ会ڥ、

最近のԁ҆向からすればいたしかたないのかもし

れない。だが、若者が海外からԑ遠くなるのは気ֻ

かりだ。

　さて、私は家にこもるほうではなく、ݩདྷ出たが

りの旅きである。ब৬して20代の後半からは登

山をはじめ、そのࠒはٳ日の多くを山でա͝してい

た。そんななか、ॳめての海外旅は͝多分に࿙れず

৽ࠗ旅行からだった。࣍の旅に思いをはせることは

なかったが、時ເ中になっていた登山のରが海

外の山に向いたことで、1��2年、35歳の時に山の

間े数名とのトϨッΩングでネύールを訪れる機

会をಘた。このトϨッΩングは݁果として1ϲ݄近

くにもなったが、素晴らしい時間をաすことができ、

৬場や家族の理解に感謝し、

。の考えはશくなかった࣍

　しかしԿと࣍は仕事で海外

に出る機会をಘることになっ

た。札幌ࢢは水道分の技術

協力に熱৺で、インドネシア、

フィリピン、タイなどに+*C"を௨じ技術者を派遣

してきた。なぜか、私にフィリピンマニラ派遣の

がかかったのである。ਖ਼直ڻいたが、こんな機会は

もうない、思いって行ってみようとかみさんをઆ

ಘし、時38歳、年長だった息子と3人で予も

しなかった海外生活をݧܦすることになった。派遣

期間は1��5年2݄から2年間、技術協力のテーマ

は無ऩ水ݮ化、派遣先はマニラट্ݍԼ水道ி

だった。৽たに始まったプロジェクトで݁果を出す

ことはもちΖんだが、家族といかに海外で暮らすか、

札幌市水道局　給水部　
配水担当部長

渡 邊  純 也

　「私の海外旅」

リレー
エッセイ
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リレーエッセイ

これが最大のテーマだった。恵まれたことに前任者

と派遣期間をラップさせてくれたため、家族と海外

で暮らす基盤を早々に固めることができ、専門家と

しての活動に戸惑うこともなかった。このプロジェ

クトは派遣先が民営化に舵をきったことから中止と

なったが、日本人が海外で活躍する姿を直に見て、

自ら水道の技術者として活動できたのはとても恵ま

れていたと思う。そしてこの派遣が海外との距離を

大きく縮めたのである。

　帰国後しばらくは、海外から遠のくことになった

が、2003年にひょんなことから母と姉、私の取り

合わせで旅行を計画することになった。旅行先は海

外に興味を持っていた母の意向もあってフィリピン

派遣を機に訪れていたタイを選んだ。70歳を超えて

いた母と子の旅は素晴らしいものになった。この旅

がその後ほぼ10年間にわたり、毎年母とのふたり

で海外に出るきっかけになった。40歳半ばだった私

の海外旅はこうしてリ・スタートした。かみさんは

留守中、病気療養していた父の面倒を見て協力して

くれ、感謝である。こんな家族の理解があって、親

孝行名目の海外旅は計10回、母82歳、私55歳ま

で続くことになった。

　これらの旅はでたがりの私にとってもいい息抜き

となり、母が欠けてからもその癖がなくなるわけも

なく、気ままなひとり旅へとかたちを変えた。母と

の旅では場所、行動におのずと制約があったが、企

画段階から旅を楽しみ、自由な旅ができるようになっ

た。ひとり旅は今も年1～2回のペースで続いている。

行き先は青い海と南国の陽射、そして人々の生活感

漂う東南アジアのリゾート地に出向くことが多く、

フィリピンのセブ、タイのプーケットやサムイ、イン

ドネシアのバリには複数回訪れ、あまり行き先を広げ

ず街歩きなどにのんびり時間を使うようにしている。

　最近は長く続けてきた登山の代わりに自転車を楽

しみ始めている。自分にとっては、登山は山を舞台

にした旅であり、自転車は旅をするツールなのであ

る。そこで、自分の体力や時間を考えながら、でき

うる範囲で海外旅に自転車を取り入れている。はじ

めは自転車を使った企画ツアーに参加したり、自転

車を借りて現地ツアーの移動手段として利用してき

た。ここ3回は自分の自転車を現地まで持ち込み、

無理しない範囲で荷物をすべて携行するツアーにも

トライしている。

　私の海外旅は、その時のニーズでかたちを変えな

がら、自分なりの興味で気ままに異国を楽しむもの

だ。これまでに旅に随分お金と時間をかけたが、そ

の甲斐はあったと自負している。子供や甥っ子たち

にもタイミングを見て海外に触れる機会を作ってき

た。20年ほど頻繁に旅に出ている間に、東・東南ア

ジア諸国は成長を遂げ、それを肌で感じることがで

きたと思う。いつも海外から戻るとわが街札幌が田

舎にみえる。近年はLCCも多くなってホテルの予約

もいたって簡単、民泊の情報までも流れている。ぜひ、

若者には成長著しい街をみて、その熱気や活力を感

じ、今後のありようを考える機会としてほしい。で

きるなら仕事で海外を深く見る機会を作りもしたい。

最近はインバウンドねらいの店が増え街の様子が変

わってきた。もてなしてその効果を享受するのもい

いが、海外に出て自ら活躍する日本人であってほし

い、そんな思いを持つ私である。
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講師名 テーマ
荒井　康裕　氏
首都大学東京　都市環境学部　准教授　　　 水道システムとエネルギー

石飛　博之　氏
国立研究開発法人国立環境研究所　理事 東日本大震災の教訓と災害環境研究

伊藤　禎彦　氏
京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻　教授　　

浄水処理−配水システムのトータルソリューション創出
へ向けて

内宮　靖隆　氏
八戸圏域水道企業団　工務課　課長補佐 強靭な水道施設に向けた管路耐震化の推進

菊池　明敏　氏
岩手中部水道企業団　局長　 水道事業における広域化と経営の効率化

木村　康則　氏
日本水道協会　工務部　部長　

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
～現場・業務の今昔を踏まえて～

熊谷　和哉　氏
独立行政法人　水資源機構　経営企画部　次長　　 水道事業の現在位置と将来

鍬田　泰子　氏
神戸大学大学院　工学研究科　市民工学専攻　准教授　　

来るべき巨大地震災害に備えるために
水道事業ができること

小泉　　明　氏
首都大学東京　都市環境学部　特任教授　　 水道システムに関する最近の共同研究

小林　寛司　氏
名古屋市上下水道局　前局長　

名古屋市上下水道事業　中期経営計画
「みずプラン 32」

近藤　才寛　氏
厚生労働省水道課　課長補佐　 水道事業の課題と今後の展望

佐藤　裕弥　氏
公営企業アドバイザー　　　

水道事業基盤強化方策と官民連携による
改革事例について

滝沢　智　氏
東京大学大学院　教授　　 水道施設の更新に向けた課題と新たな取り組み

長平　武信　氏
厚生労働省水道課　課長補佐　 水道事業の課題と今後の展望

能島　暢呂　氏
岐阜大学工学部　教授　　 水道システムの地震時信頼性を高めるために

平山　修久　氏
名古屋大学減災連携研究センター　准教授　　 南海トラフ巨大地震に備えた水道システムのあり方

町田　忠男　氏
秩父広域市町村圏組合水道局経営企画課主席主幹　　 秩父地域における水道広域化の取組みについて

松本　要一　氏
大阪広域水道企業団技術長兼事業管理部長兼計画課長　

大阪府域の水道広域化について
（府域一水道をめざして）

丸山　喜久　氏
千葉大学　都市基盤工学教育研究領域　准教授　　 近年の地震時の際の埋設管路網の被害分析

三浦　房紀　氏
山口大学　特命教授　副学長　 南海トラフ巨大地震に備える

宮島　昌克　氏
金沢大学　理工研究域環境デザイン学系　教授　　 熊本地震における被害の特徴と今後の課題

吉田　　望　氏
東北学院大学　工学部環境建設工学科　教授　 液状化と液状化に伴う地中構造物の被害

若松　加寿江　氏
関東学院大学　理工学部　教授　 平成 28年熊本地震の課題と教訓

業体の࣮ྫをֶࣝऀࣄ৽のใઌਐ࠷業にؔするࣄし、水道ࢦ業のྑ͖αポʔタʔʯをࣄձでは、ʮ水道ڠ　
ࣄ業体৬һをࢣߨにܴ͑て、֤ࢧ෦͝とにߨԋձを࣮ࢪしています。
　平成29年は໊শをʮߨԋձʯ͔ Β ňダクタイル鉄管ڠձηϛφʔʯに改শして、ࡢ年ಉ༷、։࠵する༧ఆです。
　։࠵日、ձ、ߨԋ内༰にͭいては、ϗʔϜϖʔδ、業ք৽ฉなどで͓Βせします。ੋඇと͝ࢀ加下͞い。

ฏ �� ɹʮダクタイル鉄管ڠձηϛφʔʯ 28年度は21会場で約1600名参加

ͱςʔϚࢣߨのࡢ
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会場の様子

講演会場に隣接した会場ではカットサンプルを展示

講演会にあわせてロビーで行った展示会

�8 μΫλΠϧమ ฏ�����ୈ ���߸

講師名 テーマ
荒井　康裕　氏
首都大学東京　都市環境学部　准教授　　　 水道システムとエネルギー

石飛　博之　氏
国立研究開発法人国立環境研究所　理事 東日本大震災の教訓と災害環境研究

伊藤　禎彦　氏
京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻　教授　　

浄水処理−配水システムのトータルソリューション創出
へ向けて

内宮　靖隆　氏
八戸圏域水道企業団　工務課　課長補佐 強靭な水道施設に向けた管路耐震化の推進

菊池　明敏　氏
岩手中部水道企業団　局長　 水道事業における広域化と経営の効率化

木村　康則　氏
日本水道協会　工務部　部長　

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
～現場・業務の今昔を踏まえて～

熊谷　和哉　氏
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鍬田　泰子　氏
神戸大学大学院　工学研究科　市民工学専攻　准教授　　
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水道事業ができること

小泉　　明　氏
首都大学東京　都市環境学部　特任教授　　 水道システムに関する最近の共同研究

小林　寛司　氏
名古屋市上下水道局　前局長　
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「みずプラン 32」

近藤　才寛　氏
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佐藤　裕弥　氏
公営企業アドバイザー　　　
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滝沢　智　氏
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長平　武信　氏
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能島　暢呂　氏
岐阜大学工学部　教授　　 水道システムの地震時信頼性を高めるために

平山　修久　氏
名古屋大学減災連携研究センター　准教授　　 南海トラフ巨大地震に備えた水道システムのあり方

町田　忠男　氏
秩父広域市町村圏組合水道局経営企画課主席主幹　　 秩父地域における水道広域化の取組みについて

松本　要一　氏
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（府域一水道をめざして）

丸山　喜久　氏
千葉大学　都市基盤工学教育研究領域　准教授　　 近年の地震時の際の埋設管路網の被害分析

三浦　房紀　氏
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若松　加寿江　氏
関東学院大学　理工学部　教授　 平成 28年熊本地震の課題と教訓

業体の࣮ྫをֶࣝऀࣄ৽のใઌਐ࠷業にؔするࣄし、水道ࢦ業のྑ͖αポʔタʔʯをࣄձでは、ʮ水道ڠ　
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　平成29年は໊শをʮߨԋձʯ͔ Β ňダクタイル鉄管ڠձηϛφʔʯに改শして、ࡢ年ಉ༷、։࠵する༧ఆです。
　։࠵日、ձ、ߨԋ内༰にͭいては、ϗʔϜϖʔδ、業ք৽ฉなどで͓Βせします。ੋඇと͝ࢀ加下͞い。

ฏ �� ɹʮダクタイル鉄管ڠձηϛφʔʯ 28年度は21会場で約1600名参加
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規格ニュース
ฏ����ୈ ���߸

　+88"�̜�120・121は、呼び径 300・�00 の̜̭形ダクタイル鋳鉄管（以下、直管という。）、ダクタイル鋳
鉄ҟ形管（以下、ҟ形管という。）、+88"�̗�120 は、呼び径 300・�00 の̜̭形ιϑτシʔルห（以下、
όルϒという。）を追加して平成 29 年1月2�日付けで改正͞Εた。

Ｊ 88" Ｇ ���ɾ���（ਫಓ༻Ｇ̭形ダクタイル鋳鉄管ɾҟ形管）
Ｊ 88" ̗ ���（ਫಓ༻ιϑτγʔルห）

�ɹ管͓Αͼҟ形管の概要
　呼び径300・�00の̜̭形直管͓Αびҟ形管は、
呼び径�5～250とಉ͡ܧखੑٴびܧखߏとし
た。たͩし、呼び径�00の管Ϣχοτ（Ｐ�Ｌ̸ ̺̽ 、
̜�Ｌ̸ ̺̽）は、࣭ ྔ͕大͖くなΓੑࢪの্͕
Ίない͜と͔Βنఆしな͔った。また、֎面は৯ѥ
Ԗ系塗装としている（表1ࢀর）。

�ɹόルϒの概要
　呼び径300・�00の̜̭形όルϒは、+88"�̜�
121のҟ形管とಉ͡ܧखߏとした。また、หശ֎面
は、৯ѥԖ系塗装としている（表2ࢀর）。
　όルϒのߏをਤ3に示す。

項 目
内 ༰

呼び径75～250 呼び径300・400

継手構造 直　管：ϓοシϡΦϯタイϓ	ਤ1ࢀর

異形管：ϝカχカルタイϓ	ਤ2ࢀর


継手ੑ
৳ॖ ：ྔ管の 1ʁ̀
ࢭ ：ྗ3̙ L （̣̙は呼び径mm）
༰۶曲֯：4°ڐ

直管の管厚 1種管（ 1̙）、̨ 種管（̨̙）

管Ϣχοτ -̥Ｌ̸ ̺̽ 、̜ -Ｌ̸ ̺̽
たͩし、呼び径400はنఆͳし

外面塗装 外面৯ѥԖ系塗装

項 目
内 ༰

呼び径75～250 呼び径300ɾ400

継手構造 異形管ͱಉ͡ϝカχカルタイϓ

継手ੑ 異形管ͱಉ͡
ࢭ ：ྗ3̙ L （̣̙は呼び径mm）

種　　類 3種（呼びѹྗ10Ｋ）、4種（呼びѹྗ16
Ｋ）たͩし、呼び径400の4種はنఆͳし

合෦の形状 両受ࣜ

หശ外面の
塗装 ৯ѥԖ系塗装

ද �ɹ管ٴͼҟ形管の概要 ද �ɹόルϒの概要

ਤ �ɹ管のߏ

ਤ �ɹҟ形管のߏ ਤ �ɹόルϒのߏ

※フックは、曲管、乙字管の挿し口側の管体部の左右
　2か所に設ける。
※接合は、押輪が受口にメタルタッチすれば完了する。
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項目 呼び径 300 ～ 600 呼び径 700、800、900 ～ 1500

継手の構造

直管 直管

異形管：JIS Ｇ 5527（ダクタイル鋳鉄異形管）及びJDPA Ｇ 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の異形管
を使用する。
　JDPA Ｇ 1027の異形管を下表に示す。

呼び径 異形管の種類
300 ～  600 Ｋ形両受曲管（90°、60°、45°、30°、22 1/2°、11 1/4°、5 5/8°）
600 ～ 1500 Ｋ形曲管（60°、30°）
300 ～ 2000 Ｔ形用継ぎ輪

注記　Ｋ形両受曲管及びＫ形曲管は、JDPA Ｇ 1027-2016 の改正によって追加した｡

管厚

内面塗装 直　管：エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混合した塗装〔シリカエポキシ樹脂塗装（粉体）〕
液状エポキシ樹脂塗料に無機系材料を混合した塗装〔シリカエポキシ樹脂塗装（液状）〕

外面塗装 直　管：合成樹脂塗料（褐色）

外観

直　管

　設計水圧1.0ＭＰa以下の農業用水、下水道(汚水・汚泥を除く)などに用いるＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管（以下、直
管という。）は、平成29年2月9日付けで呼び径900～1500を追加して呼び径の範囲を300～1500に拡大、ま
た、呼び径の拡大に伴って内面塗装に液状エポキシ樹脂塗料に無機系材料を混合した塗装〔シリカエポキシ樹脂塗
装（液状）〕を追加してシリカエポキシ樹脂塗装（粉体）と併せて2種類にするなどで改正した。
　ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０５３ （ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管）の改正

直　管： 単位 mm
管種 呼び径

300 350 400 450 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1350 1500
ＡＬ1 種管 6.0 7.0 7.5 8.5 9.0 10.5 11.5 12.0 13.5 15.0 16.5 18.0 20.5 22.5
ＡＬ 2 種管 4.5 4.5 5.0 5.5 5.5  6.5  7.5  7.5  8.0  9.0 10.0 12.5 14.0 16.0

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要
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規格ニュース
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౦ژ水道局
/S形　呼び径600

౦ژ水道局
US形　呼び径2000



県॓ໟ市水道՝ߴ
/S形 &छ　呼び径��

ಙ島県海ཅொ上Լ水道՝　　
/S形 &छ　呼び径��



ಙ島県٢川市水道部
/S形 &छ　呼び径100

部水道՝ۀاས県థਧ市ެӦࢁ
/S形 &छ　呼び径100

Ԭࢁ県൬市上Լ水道՝
/S形 &छ　呼び径100

県॓ໟ市水道՝ߴ
/S形 &छ　呼び径��

ಙ島県海ཅொ上Լ水道՝　　
/S形 &छ　呼び径��



ฌݿ県ๅṂ市上Լ水道局
1/�形　呼び径�00



দࢁ市ެӦۀا局
/S形　呼び径1000

ฌݿ県ๅṂ市上Լ水道局
1/�形　呼び径�00



੩Ԭ市上Լ水道局
1/形　呼び径　�00ɾ�00ʷ 2



ฌݿ県ඣ࿏市水道局
/S形　呼び径��0ʗ(9形　呼び径�00

ஂۀاํ広Ҭ水道ר県ੴٶ
(9形　呼び径100

੩Ԭ市上Լ水道局
1/形　呼び径　�00ɾ�00ʷ 2



　ॴࣄ県ઋೆઋԘ広Ҭ水道ٶ
/S形　呼び径�00

৽ׁ市水道局
/S形　呼び径�00



局ۀا県ۄ࡛
S形　呼び径1100

ਆಸ川県ۀاி
1/形　呼び径�00

　ॴࣄ県ઋೆઋԘ広Ҭ水道ٶ
/S形　呼び径�00

৽ׁ市水道局
/S形　呼び径�00



ຊ県県北広Ҭຊ部ѨોҬ振興局۽
̡̖̬形　呼び径̒̌̌

େാ۠ݝ୯ࡂ෮ۀࣄچୈ�߸ࣄ

ؔ౦局ಹՑ川Ԋ؛ۀ水རۀࣄॴ
̡̖̬形　呼び径�00



भ局ೆ部भվྑௐࠪ管理ࣄॴ
̡̖̬形　呼び径̐̌̌

भ局ॾۀ水རۀࣄॴ
̡̖̬形　呼び径̐̌̌

ຊ県県北広Ҭຊ部ѨોҬ振興局۽
̡̖̬形　呼び径̒̌̌

େാ۠ݝ୯ࡂ෮ۀࣄچୈ�߸ࣄ

ؔ౦局ಹՑ川Ԋ؛ۀ水རۀࣄॴ
̡̖̬形　呼び径�00



北海道上川総合振興局　旭川建設管理部
S形　呼び径2600

広島県廿日市市水道局
LUF形耐震形貯水槽100㎥　呼び径2000
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